
 

 

 

 

 

 

 

１ 次の問いに答えなさい。 

(1)関数
23xy −= で、 xの値が２から６まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

 

 

 

 

(2) 関数
2axy = について、 xの値が２から６まで増加するときの変化の割合が 24 であるとき、a

の値を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 (3)２つの関数
22xy −= と 6+= axy について、 xの値が－３から－１まで増加するとき、それぞ

れの変化の割合が等しくなった。このとき、aの値を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

２ 関数
2axy = について、 xの値がb から cまで増加するときの変化の割合は )( cba + となる。この

わけを説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

｢活用｣の力を育てる評価問題

評価問題例 

 １は、変化の割合について様々な角度から考え、一次関数と関数
2axy = の違い

を関連付けながら問題を解くことを通して理解を深める。 

 ２は、関数
2axy = について変化の割合を一般化し説明することを通して活用す

る力を育てる。 
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１ 次の問いに答えなさい。 

(1)関数
23xy −= で、 xの値が２から６まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

解答例 

   変化の割合＝
26
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        ＝－24 

 

(2) 関数
2axy = について、 xの値が２から６まで増加するときの変化の割合が 24 であるとき、a

の値を求めなさい。 

解答例 

    24
26
436

=
−
− aa

 

       248 =a  

        3=a  

 

 (3)２つの関数
22xy −= と 6+= axy について、 xの値が－３から－１まで増加するとき、それぞ

れの変化の割合が等しくなった。このとき、aの値を求めなさい。 

解答例 

     a=
−−−
−−−
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          8=a  

 

２ 関数
2axy = について、 xの値がb から cまで増加するときの変化の割合は )( cba + となる。この

わけを説明しなさい。 

解答例 

変化の割合は
の増加量

の増量加

x
y

で求められる。 yx, の増減は右の表のようになるので 

変化の割合は、 )())(()( 2222

cba
bc

bcbca
bc
bca

bc
abac

+=
−

−+
=

−
−

=
−
−

となる。 

よって、関数
2axy = について、 xの値がb から cまで増加するときの変化の割合は )( cba +

となる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

｢活用｣の力を育てる評価問題

評価問題 解答例 

単元名  関数ｙ＝ａｘ２ 

y  
2ab →

2ac  

x   b → c  


